




































大正 14 年 3 月 28 日に開催された葵文庫の開館式における式辞・祝辞類で
ある。県知事・伊東喜八郎による「告辞」をはじめとし、文部大臣・岡田




























タイトル 年代 数量 請求番号
1 久能文庫設立趣意書 （1886 年） 1 冊 Q010─1
2 紙本墨書扁額「葵文庫」（徳川家達筆） （1925 年） 1 幅 S709─268
3 静岡県立葵文庫開館式祝辞類 1925 年 24 通 S010─1
4 図書展覧会陳列書目 1925 年 1 冊 S020─23
5 静岡県立葵文庫概要 1925 年 1 冊 S010─40
6 静岡県立葵文庫記念写真帖 1925 年 1 冊 S010─17
7 静岡県立葵文庫開催諸展覧会目録 1925 年～1938 年 7 点 S068─3
8 郷土志料展覧会目録 1925 年～1942 年 1 冊 S068─1 
9 葵文庫ト其事業（第 1 号～第 183 号） 1926 年～1943 年 合冊 SZ01─12
10 静岡県立葵文庫一覧　自大正 13 年 1 月　至昭和 5 年 4 月 1930 年 1 冊 S010─9
11 静岡県立葵文庫行幸紀念写真帖 1930 年 1 冊 S010─31
12 静岡県立葵文庫案内 1939 年 1 冊 S010─33
13 前静岡県立葵文庫長貞松修蔵氏記念録 1939 年 1 冊 S289─サ 1─2





















































































2 階・書庫 4 階建、大閲覧室、婦人室、調査室、目録室、出納室、講堂な
静岡県立葵文庫とその事業（青木）
105
どを備えたものであった。職員は開館時で、館長、司書 2 名、書記・雇 4
名、出納手 6 名、その他装釘人小使という人員構成になっていた。
　開館時の蔵書の内訳は、静岡県教育会附設図書館の 8,308 冊と雑誌 764
冊、静岡師範学校の蔵書 3,887 冊、静岡中学校の蔵書 3,614 冊と久能文庫



























を増し、昭和 14 年（1939）時点では約 6 万冊にのぼっている 8）。
???????????
　こうして静岡県立葵文庫は大正 14 年（1925）4 月 1 日に開館した。そ
して、40 条からなる「静岡県立葵文庫規則」を定めている 9）。これによ
























　開館初年度である大正 14 年度の開館日数は 335 日、利用人員は 138,144









1 図書館と其使命　（葵文庫パンフレット第一輯） 1 1925 年 6 月
2 生活と統一　（葵文庫パンフレット第二輯） 1 1925 年 6 月
3 郷土文事年表　（葵文庫パンフレット第三輯　） 1 1925 年 11 月
4 時代と公民教育　（葵文庫パンフレット第四輯） 1 1926 年 3 月
5 葵文庫和漢図書目録 1 1926 年 3 月
6 江戸時代の文学　（葵文庫パンフレット第五輯） 1 1926 年 12 月
7 稲川先生記念録 1 1927 年 5 月
8 図書館指針 1 1927 年 12 月
9 葵文庫和漢図書目録　久能文庫之部 1 1927 年 3 月
10 葵文庫和漢図書目録　追加之部　第一 1 1929 年 3 月
11 関口県令記念明治初期名士書簡集 1 1929 年 5 月
12 山梨稲川集 4 1929 年 6 月



































1 1925 年 3 月 28日～30 日 3 日 開館記念図書展覧会
2 1925 年 11 月 13日～15 日 3 日 第 1 回駿河志料（郷土志料）展覧会
3 1926 年 8 月 16日～19 日 4 日 江戸文学ニ関スル展覧会
4 1926 年 11 月 12日～14 日 3 日 第 2 回郷土志料展覧会
5 1927 年 5 月 15日～17 日 3 日 山梨稲川遺墨展覧会
6 1927 年 11 月 10日～15 日 6 日 第 3 回郷土志料展覧会
7 1928 年 9 月 26日～27 日 2 日 先賢遺墨及稀観図書展覧会
8 1928 年 10 月 6日～7 日 2 日 御大礼ニ関スル資料展覧会
9 1928 年 11 月 24日～25 日 2 日 御大典写真展覧会
10 1929 年 5 月 24日～25 日 2 日 関口県令記念展覧会
11 1929 年 11 月 9日～13 日 5 日 第 4 回郷土志料展覧会（富士山ニ関スルモノ）
12 1930 年 11 月 12日～16 日 5 日 東海道交通志料展覧会（第 5 回郷土志料展覧会）
13 1931 年 11 月 11日～15 日 5 日 葵文庫所蔵郷土志料展覧会
14 1931 年 10 月 26日～ 不明
教育勅語渙発 40 周年記念徳育志料展覧会（県教育
会主催）
15 1931 年 11 月 28日～30 日 3 日 郷土研究資料展覧会（県主催）
16 1932 年 1 月 13日～19 日 7 日
勅諭拝受 50 周年記念展覧会（県国防思想普及委員
会・静岡市・葵文庫共催）
17 1932 年 11 月 9日～13 日 5 日 郷土先賢遺墨展覧会（駿河の部）
18 1932 年 11 月 26日～30 日 5 日
徴兵制 60 周年記念展覧会（県国防思想普及委員会
主催）
19 1933 年 11 月 2日～7 日 6 日 郷土先賢遺墨展覧会（遠州の部）
20 1934 年 11 月 1日～7 日 7 日 生誕 250 年記念白隠禅師遺墨展覧会
21 1935 年 5 月 24日～28 日 5 日 上村書剣堂文庫所蔵浮世絵展覧会
22 1935 年 11 月 2日～7 日 6 日 郷土先賢遺墨展覧会（伊豆の部）
23 1936 年 11 月 1日～7 日 7 日 明治天皇聖蹟志料展覧会
24 1937 年 5 月 22日～30 日 9 日 山田長政顕彰展覧会（於：田中屋百貨店）
25 1938 年 5 月 13日～17 日 5 日 関口県令記念展覧会
26 1938 年 11 月 9日～13 日 5 日 日本精神資料展覧会
27 1939 年 11 月 8日～12 日 5 日 郷土勤皇事蹟展覧会




































　また、【表 4】に、大正 14 年（1925）11 月に開催された、第 1 回郷土資
料展覧会の出品目録（表 1─7）の一部を示した。目録によれば、この時の






















?? ???????? ?????????????????? ??? ???????????
番号 出品者 資料名 注記 数量
1 静岡県立葵文庫 御遺訓 写本 3冊
2 駿府政事録 後藤光次著、写本 8巻4冊
3 駿府広益 久松忠次郎編、写本 2冊
4 駿藩各所　分配姓名録 駿府江川町本屋市蔵版 1冊
5 宝台院殿御由緒書 写本 1冊
6 華陽院殿・一照院殿御由緒書 写本 1冊
7 駿河記 桑原黙齋著、写本 22冊
8 駿国雑志 阿部正信著、写本 39冊
9 明治新撰　駿河国誌　巻一 静岡県教育新誌社編、明治三十年版 1冊
10 駿河国御城図 写本 1枚
11 駿府御城絵図 写本 1枚
12 万延元年　御普請絵図 写本 1枚
13 駿府名勝一覧図 江戸大和屋喜兵衛版 1枚




16 壬戌羇旅漫録 滝沢馬琴著、明治十八年版 3冊
17 徳川家兵学校掟書 版本 1冊
18 徳川家兵学校附属小学校掟書 版本 1冊
19 黙齋叢書 関口隆吉編、写本 1冊
20 耕堂叢書 関口隆正編、写本 6冊
21 夢界叢書 関口隆正著、大正二年版 1冊
22 久能文庫設立趣意書 関口隆吉稿、写本 1冊
23 浅野内匠頭様御泊御宿割帳 元禄八年 1冊
24 吉良上野介様御下向御宿割帳 元禄八年 1冊
25 大日本古文書之内駿河国正税帳 史料編纂掛編、明治三十四年版 1冊
26 愚得編、蜂 雑記 瑞龍寺醭唇編、享保八、九年写本 1冊




29 辛丑雑記 花井有年著、写本 13冊
30 名遠理楚之記 加藤靫負著、写本 1冊
31 柏園随筆 新庄道雄著、写本 3冊




34 修訂　駿河国新風土記　提要 新庄道雄原著、足立鍬太郎訂 2冊
35 雲渓庵日記 明治元年 1冊
36 安倍川町古図 天保十三年写本 1枚
37 茶町古図 天保十三年写本 1枚
38 上魚町古図 天保十三年写本 1枚




















































































































長・貞松修蔵が大正 14 年 7 月に筆写したものとある。
5）　「久能文庫」の内容については、静岡県立中央図書館『「しずおか」の貴重書』、








9）　『静岡県史』資料編 19・近現代 4、1991 年、1070─1074 頁
10）　表 1─10、『静岡県立葵文庫一覧』
11）　『葵文庫ト其事業』第 1 号（大正 15 年 7 月 1 日発行）
12）　表 1─10、『静岡県立葵文庫一覧』
13）　前掲（3）、太田富康氏著書
14）　『葵文庫ト其事業』第 38 号（昭和 4 年 8 月 1 日発行）






いる。また、2009 年 3 月に「歴史的文書閲覧室」（法務文書課）が設けられ、歴
史的文書の閲覧制度が始まっている。
17）　近年の全国歴史資料保存利用機関連絡協議会（全史料協）の全国大会では、
図書館のもつアーカイブズ的機能に注目する視点がみられる。
（アーカイブズ学専攻　助教）
